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げんく そ 

大阪 はニッ 井戸 「まからん や」 舆服 店の 番頭 は 現 糞 

の わるい 男 や、 云う ちゃわる いが 人殺しで あると、 在 

所の お婆は 順 平にい いきかせ た。 

—— 「まからん や」 は 月に 二度、 疵 もの やしみ つき 

や、 それから 何 じ やか や 一 杯 呉服物 を 一 反 風呂敷に い 

れ、 南海 電車に 乗り、 岸 和 田で 降りて 二 里の 道 あるい 

て 六 貫 村へ 着物 売りに 来る と、 きまって 現 糞 わるく 雨 

が 降って、 雨男で ある。 三年 前に も 来て 降らせた。 よ 

リ によって 順 平のお 母が 産 気づいて、 搬もは 自転車に 



て 来た 滅法 背の 高い そこの 小僧に、 何ん ぞ用 だつ かと 

問われ、 いきなり 風呂 銭に もっていた 一 銭 銅貨 を 投げ 

出し、 もの も 云わずに 蜜柑 を 一 つ 握んで 逃げ出した。 

ところが、 それ は 一個 三 銭の 蜜柑で、 その 時の せわし 

ない 容子 がおかし いと、 ちょくちょく 丸 亀の 料 現場へ 

果物 を 届けに 来る その 小僧が あとで 板 場 (料理人の こ 

と) や 女中に 笑いながら 話し、 それが 叔父 叔母の 耳に 

はいった。 お前、 えらい ぼろい 事したい うやない か。 

叔母に その 事 をい われる と、 順 平 はべた りと 畳に 手 を 

ついて、 もう 二度と 致し ま へん。 うなだれて 眼に 涙 さ 

ぇ泛 べるのだった。 ひやかす 積り であった 叔母 は あつ 



屋の下 廻り、 板 場、 夜泣きう どん 屋、 関東 煮の 屋台な 

ど さまざまな 商売 を 経て、 今日、 生国 魂 神社 前に 料理 

仕出し屋の 一 戸 を 構え、 自分で も 苦労人 やと 云い ふら 

している だけに、 順 平 を 仕込む の も、 一人前の 板 場に 

なる に は 先ず 水 を 使う ことから 始めねば ならぬ と、 寒 

中に 氷の 張った バケツで 皿洗い を させ、 また 二度 や 三 

度 指 を 切る の も 承知の 上で、 大根 をむ かせて、 けん (刺 

身の つま) の 切り方 を 教えた。 鹿 丁が 狂って 手を切る 

と、 先ず、 けんが 赤うな つてる ぜ といわれた。 手の 痛 

みは どない やと も 訊いて くれないの を、 十三の 年で は 

可哀相 だと 女子 衆の 囁きが 耳に はいる ままに、 やはり 



養子 は 実の 子と 違う のかと 改めて 情けない 気持に なつ 

た。 

叔父 叔母 はしかし、 順 平 を わざわざ 継子 扱いに はし 

なかった の だ。 そんな 暇 もない といった 顔だった。 

奇体な 子供 だと 思っても、 深く 心に 止めなかった。 商 

売 病 〔# ママ〕、 冠婚葬祭 や 町内の 集合の 料理な どの 註 

文が 多かった から、 近所の 評判が 大事だった。 生国 魂 

神社の 夏祭に は、 良家の ぼん ぼん 並みに 御輿 かつぎの 

揃いの 法被 も こしらえて M れた。 そんな 時には、 美津 

子の 知 耳に なれる という 希望に 燃えて、 美 津子を 見る 眼 

が 貪慾な 光 を 放ち、 ぼん ぼんみ たいに 甘えて やろ、 大 



この 調子で 行けば 結構 丸 亀の 料理 場 を 支えて 行ける ほ 

どに なった の を、 叔父 叔母 は 喜び、 当人 も その 気で ひ 

た すら ヘリ 下って 身 を いれて 板 場 を やって いる 忠実め 

いた 態度が、 しかし 美津 子に は エスプリがない と 思わ 

れて 嫌に 思って いたのだった。 容貌 は 第二で、 その 頃 

学校の 往 きかえり に 何となく 物 をい うように な つ た 関 

西 大学 専門 部の 某 生徒な ど、 随分 妙な 顔 をして いた。 

しかし、 此の 生徒 は エスプリと いうよう な 言葉 を 心得 

ていて、 美 津子は 得る ところ 少 くなかった。 ^3 〔# 

「3」 は r^」 の 記号の 中に 入って いる〕 と 封 をした 手 

紙 を やりとりし、 美津 子の 胸の ふくらみが 急に 目立つ 



が、 しかし、 美 津子を 見る目が 恨み を 呑んだ。 雨の 夜、 

ふらふら と美 津 子の 寝顔に 近づ いたが、 やはり 無 暴 

だった。 美津 子の 眼 は 白く 冴えて、 怖ろ しく、 順 平の 

狂暴な 血 は 一 度に ひいた。 

丸 亀 夫婦 は美津 子から 相手 は 順 平で ない と 告げられ 

ると、 あわてて、 何か改 つて 順 平 を 長火鉢の 前へ 呼び 

寄せ、 不束な 娘 やけど、 貰って くれと いった。 順 平 は 

はっと 両手 をつ いて ありがとう ございま すと、 かねて 

この 事 ある を 予期して いた 如き 挨拶であった。 見れば、 

畳の 上に ハラ ハ ラと涙 を こぼし、 眼 を - J すり もしな い 

で 芝居が かった 容子 であるから、 丸 亀 夫婦 も 舞台に 



すみ そだけ は 他処の 店で は 真似が 出来ぬな どと、 板 場 

らしい 物の 云い 振り をしたかった の だ。 文 吉はぺ ちゃ 

くち やと 音 を させて 食べながら、 おそで (継母) の 連 

子の 浜 子さん は 高等科 を 卒業して、 今 は 大阪の 大学 病 

院で 看護婦 をして いるそう でえ らい 出世で あるが、 順 

平さん のお 嫁さん は 浜 子さん より 別嬪さん である。 俺 

は 夜着の 中へ 糞して 情ない 兄で あるが、 かんにんして 

くれと 云った。 聴けば、 金 造 は 強慾で 文吉を 下男の よ 

うに 扱い、 それで 貯金 帳 を 作って やって いると いうの 

も噓 らしく、 その 証拠に、 この間 も 村雨 羊羹 を 買う と 

て 十 銭 盗んだら、 折檻され て 顔が はれた という こと だ。 



と はじめて しんみり 慰めて くれた。 そうして 木 下 は、 

僕 はもう こんな 欺瞞的な 家に は 居らぬ 決心 をした と 

いった。 木 下 は、 四十に はま だ 大分 間が あると いう も 

のの、 髪の毛 も 薄く、 弁護士に は 前途遼遠だった。 性 

根 を 入れて いないから、 板 場の 腕 もたいし たものに な 

らず、 実は 何かとい や 気がさし ていたの だ。 馴染みの 

女給が ちか) J ろ 東京 へ 行った 由き いたので 後 を 追う て 

行きたい と 思って いた。 その 女給に 通う 為に 丸 亀に 月 

給の 前借が 四月 分 あるが、 踏み倒す 魂胆であった。 

その 夜、 二人で カフェへ 行った。 傍へ 来た 女の 安香 

水の 匂いに 思いがけなく 死んだ 父の こと を 思い出し、 



頓 堀から 戎橋を 渡り 心 斎 橋 筋 を 歩いた。 一 軒 一 軒 飾 窓 

を醌 きま わった ので 疲れ、 ひきかえして 戎 橋の 上で 佇 

んで いると、 橋の 下 を 水上警察の モ ー タ ー ボ ー トが 

走って 行った。 後から 下肥 を 積んだ 船が 通った。 ふと 

六 貫 村の ことが 連想され、 金 造の 声が きこえた。 わ 

リゃ、 伊勢 乞食 ゃぞ、 杭 (食い) にかかったら なん ぼ 

でも 離れく さらん。 にわかに 空腹 を 感じて、 出 雲屋へ 

行こうと 歩き 出した が 方角が 分らな か つ た。 人に 訊く 

にも 誰に 訊いて 良い か 見当つ かず、 なんとなく 心細い 

気持に なった。 中座の 前で 浮かぬ顔 をして 絵 看板 を 見 

上げて いると、 活動の 半額 券 を 買わん かと 男が 寄って 



そんな 時 は その 筋の 眼 は 一層 きびしい。 サ クラの 順 平 

もしば しば 危ぃ橋 を 渡る 想いに ひやつ としたが、 それ 

だけに まるで 凶器の 世界に はいった 様な 気持で 歩き 振 

り も 違って 来た。 

気の 変り やすい 北 田 は 売屋を やる こと もあった。 天 

満 京阪 裏の 古着 屋で 一 円 二十 銭 出して 大阪 X X 新聞の 

法被 を 仕込み、 売る もの は サン デ ー 毎日 や 週刊 朝日の 

月お くれ、 または 大阪 パックの 表紙の 発行日 を紙ぺ ー 

パ ー で こすり 消した もの、 三 冊 十五 銭で 如何にも 安い 

と 郊外の 住宅 を 戸別訪問して 泣きたん で 売り歩く。 か 

と 思う と、 キング、 講談 倶楽部、 富士、 主婦の 友、 講 



表具屋の 息子と 艇 落ちした ので、 さて は やっぱり 男が 

いたの かと 胸 は 煮えく り 返り、 行 先 は別府 らしい と 耳 

に はさんだ その 足で 来て みると、 いた。 温泉宿で しん 

みり やって いると ころ を 押えて、 因縁つ けて 別れさせ 

たこと は 別れさせ たが、 小 鈴 は その 時 II どない 云い 

やが つたと 思う？ と、 北 田 はいきな リ順 平にき いた 

が、 答える すべ もな くぼかん としてい ると、 北 田 はす 

ぐ 話 を 続けて —— わて は 子供が 可哀相 やから 艇 落ちし 

たんや。 どこの 馬の骨 か 分らん ような でん 公の 種 を 宿 

して、 認知 もして もらえんで、 子供に 肩身の 狭い 想い 

をさせる ょリ、 表具屋の 息子が 一 寸間ァ が 抜けて るの 



わざと 凭れ かかる ように 寄りそう て、 鞫 をと リ、 ひつ 

そりした 離れで、 はばかり も 近う ございます、 錠前つ 

き の 家族 風呂 も) J ざ い ますと 連れ こんで、 チップ もい 

れて三 円の 儲に なった。 金 を 貯めて、 小 鈴と やがて 産 

れる 子供と 三人で 地道に 暮 すつ もりやと 北 田 はいい、 

そして、 高峰、 お前 も 温泉 場の 料理屋へ 板 場に はいり、 

給金 を 貯めて、 せめて 海岸通りに 焼 鳥屋の 屋台 を 張る 

位の 甲斐性 者に なれと 意見して くれた。 

その 夜 は 北 田が 身銭 を 切って、 自分の 宿へ 泊めて く 

れる ことにな つた。 食事の 時 小 鈴が 給仕して くれたが、 

かって 北 田に 小 鈴に 肩入れし ている とて 世話して やろ 



底本： 「定本 織 田作 之 助 全集 第 一 巻」 文 泉 堂 出版 株式 

会社 

1976 (昭和^^-) 年 4 月 S 日 発行 

入力 ： 小 林繁雄 

校正 ： 伊藤 時 也 

ファイル 作成 ： 野 ロ英司 

2 000 年 3 月^日 公開 

2 1 年 8 月 3 日修ノ },_-! 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ— ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



秦 表記に ついて 

本文 中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (§ 外字) が 

使われて いる。 

※ (かね また) で シチュ —と 半し ま を 食わせて くれた 



